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専門英語教育におけるICT の活用
─自律的学習者の育成を目指して─
櫻井　千佳子
1.　はじめに
近年、英語教育において ICT を利用した学習が注目されてきている。日本の英語教育にお
いては、ESL（English as a Second Language）ではなく EFL（English as a Foreign Language）
の環境であるために、学習者が英語と接するのは教室内に限定される傾向にある。このよう
な環境における英語学習では、教室の外に出たときに、いかに英語学習の環境を維持できる
かというのが大きな課題であると考えられてきた。しかしながら、ICT の発達により、学
習者が教室を超えていつでもどこでも英語と接することができるというユビキタス情報社会
がすぐそこに広がるようになった。2014 年に文部科学省から発信された「英語教育におけ
る ICT の活用」においても、ICT を活用した英語教育の利点として、「①英語に対する興味
関心を高める、②学習効果を高める、③進捗確認／課題発見に役立つ」という 3 点があげ
られており、ICT を活用した英語教育の成功事例を共有し、その教授法を探っていくこと
が推奨されている。今後の英語教育においては、教室内の空間のみならず、その外側に広が
る英語そのものにふれる機会を増やして、社会・文化の文脈で英語をとらえ直し、そこでの
学びを英語学習に活かしていくという観点から学習者を育成していく必要がある。
本稿では、大学の専門英語教育における ICT を活用した自律学習の取り組みを紹介する。
寺内・山内・野口・笹島（2010）によれば、専門英語教育つまり ESP（English for Specic 
Purposes）は、学習者がある特定目的を達成するために、特定のタスクを効果的に実践で
きるように手助けする言語教育の 1 つであると考えられており、教養課程と専門課程を繋
ぐ可能性が期待されている。実際、櫻井・岡野（2010）で論じられているように、専門英
語教育においては、専門分野について英語で勉強するという学生の高い期待値が働くため、
初期動機づけは成功しやすいと言える。その初期動機づけを、学生の目標達成に繋げていけ
るかどうかは、授業内の学習のみならず、授業の外でも、また、授業の履修終了後もその動
機づけを維持し学習し続けていけるかにかかっている。大学の授業において学習者が興味の
ある分野について英語で学ぶことは、授業の外で自ら英語学習をすることとの連携を伴え
ば、その専門分野について生涯学び続けていける自律的な学習者を育成する第一歩となるの
ではないだろうか。本論では、ICT を活用し、授業外で学習者の専門分野と関連のある
TED（Technology, Entertainment and Design）のプレゼンテーションを視聴することを
奨励し、ワークシートに記録し、授業で提出し発表をする、という試験的な取り組みについ
て紹介し、自律的な学習者を育成する手がかりを探る。
82.　大学英語教育における ICT の活用
英語教育においては、ICT の活用により、教室という枠組みを超えて自律学習を促進で
きること、その言語が使われている異文化との対話の機会を増やすことなどが期待されてい
る（吉田・松田・上村・野澤、2008）。野澤（2008）で論じられているように、ICT への
道筋として、1960 年代の LL（Language Laboratory）を使用した視聴覚教育、そして、
2000 年代の CALL（Computer Assisted Language Learning）、そして e-learning とテク
ノロジーを利用した英語教育が発展してきた。CALL、e-learning においては、野澤（2008）
によれば、「4 技能の訓練教材や標準的な英語能試験のひとつとして定着した TOEIC（Test 
of English for International Communication）への準備のための各種のマルチメディア教
材、専門基礎分野の語彙習得や Listening/Reading などと e ラーニングを結び付けた ESP
（English for Specic Purposes）教材や初修外国語を中心とした英語以外の言語圏の異文化
を理解する教材、自（日本）文化の理解を深める教材などの豊富なコンテンツを利用できる
ようになった。」（p.6）。さらに、情報端末とよばれるモバイルや携帯端末も CALL の 1 つ
となりうるとして、今後ますます急速な発展を遂げるモバイルテクノロジーを使って、大学
の語学教育において ICT の活用が進んでいくことが示唆されている（野澤、2008）。
また、西堀（2011）では、より開放的な環境としての NBLT（Network-based Language 
Teaching）が今後の ICT を活用した英語教育では効力を発揮するであろうと論じられてお
り、そのような NBLT の場においては、ネットワーク上に学習コミュニティが作られ、そ
こでの協調学習が可能になることが予測されている。そのコミュニティの中で、「学習者は
主体的にコミュニティに働きかけ、相互作用の中から、新しい知を獲得していく」（西堀、
2011、p.26）。具体的な学習コミュニティとしては、同時中継授業等で海外の学生たちと
ディスカッションを行う場、またはネットワーク上のオンラインディスカッションやフォー
ラムなどが構築され、その中で協働学習プロセスが進んでいくことが期待されている。
ここで重要なのが、ICT を活用した大学英語教育では、ブレンディット・ラーニング
（blended learning）、つまり多様なメディアを組み合わせて学習することが効果的であると
考えられている点である。宮地（2009）の報告によれば、すべてをオンラインで行う e ラー
ニングでは学習者は孤独であり学習意欲が湧かなくなるため、対面の学習と組み合わせるこ
とで効果的であることが明らかになってきている。自律学習としての e ラーニングは、一人
きりで PC に向かって行う作業に終始するのではなく、自律学習を教室というコンテクスト
に戻し協働学習につなげていくこと、または、オンライン上で学び合う場をつくりだしてい
くことが重要である。その意味において、ICT を活用した大学英語教育において、教員が
ファシリテイターとして果たすべき役割は大きい。
以下に本稿では、専門英語科目においてネットワーク上にあるプレゼンテーションを自律
学習として行う取り組みにについて紹介し、教室の外で得られる体験を通じて学習者がどの
ような自律的成長を達成できたのか、また何が今後の課題なのかについて論じる。
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3.　専門英語科目「環境英語」における自律学習の取り組み
本節では、TED Talks を自律学習の課題として組み込んだ工学部環境システム学科の専
門科目についての取り組みを事例として説明する。この事例は、大学 2 年生の「環境英語」
という選択科目において、パイロット的な位置づけで TED Talks を導入したものである1）。
WEB の視聴という自律学習の課題を実施するにあたっては、授業で取り上げた環境に関
わるトピックについて、関連があるプレゼンテーションをあらかじめ教員が指示し、授業前
に各自が視聴するようにした。学習者自身の主体的な取り組みを期待するため、視聴にあ
たっての詳細の指示は行わず、助言として、1 回目は字幕なしで、2 回目は英語字幕で、3
回目は母語の字幕で視聴することを伝えた 2）。また、視聴したことを記録するためのワーク
シートを作成し、その提出を義務付けた（参考資料）。ワークシートは、学習者が、母語の
字幕を見ながら英語を聴くという環境において、より英語に注意を払うように、「覚えたい
表現」を自由に 3 つあげて、その表現についての意味や解釈などをメモとして記すように
した。さらに、視聴した感想をコメントとして英語または日本語で書いて提出するように指
示をした。また、視聴後の授業では、そのプレゼンテーションに出現する、専門分野である
環境システムについての重要な語彙の意味理解を測る小テストを行い、期末試験においても
再び出題することにより語彙理解の定着を図った。
4.　WEB 教材（TED Talks）の選定
TED は 1984 年に始まったプレゼンテーションのカンファレンスであり、“Ideas worth 
spreading（広める価値のあるアイデア）” をスローガンに、多様な講演者が様々な話題につ
いて講演を行うものである。TED Talks は、その講演の中から無料で動画を配信するプロ
ジェクトであり、様々な言語での字幕とともに 2000 以上のプレゼンテーションが視聴でき
る。本節では、ICT 活用の実施において、最も重要な点の 1 つである、TED Talks を教材
として選定した背景について説明する。
WEB を活用した自律学習のための教材を選定するにあたっては、Davies （2012）による
Information and Communication Technology for Language Teachers （ICT4LT）の評価基
準リストを参考にして行った（表１）。特に、リストの中の “How easy is it to dierentiate 
the contents of the site for younger or older learners and for learners of dierent abilities?”
（そのサイトは学習者の年齢やレベルの差によって内容を区別することが可能か）について
は、大学 2 年生であり、同じ学科に所属する学生ではありながらも習熟度レベルが多様で
ある「環境英語」という ESP 科目において、WEB サイトを自律学習の課題として選ぶに
あたり参考になった。最終的に TED Talks を選択した理由は、次に述べる 4 点である。
1 点目は、アクセスのしやすさである。TED Talks は WEB による視聴のみならず、アプ
リをスマートフォンやタブレットにダウンロードして視聴することも可能である3）。久我・
立部（2015）では、タブレットを用いた英語学習の利点をあげているが、「携帯性」、「機動
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性」、「マルチメディアへのアクセスのしやすさ」の点で考えても、スマートフォンやタブ
レットのアプリで視聴が可能な TED Talks は、時や場所の制限が大きくなくアクセスがし
やすい、という ICT の利点を活用できるものであると考えた。
2 点目は、authentic な英語に触れることのできる教材であるという点である。Brinton
（1991）は、EFL または ESL におけるメディアの利用の有効性について論じ、その中で
authentic な英語は教室と実際の世界をつなぐものになるとしている。TED Talks では、世
界の多様な分野の人々がプレゼンテーションを行っており、使用する英語のヴァリエーショ
ンも多様である。鳥飼（2011）で論じられている、現在のグローバル社会において英語を
外国語として話す話者とのコミュニケーションにおいて「国際共通語」としての英語を学ぶ
必要性をふまえると、TED Talks はその意味でも本物の英語を提供する教材である。
表１　ICT4LT が提供する WEB サイトの評価基準リスト
Website Evaluation Form
URL of website / Web page:
Questions to ask
Does the site contain what you expected, e.g. as indicated in its title or URL?
Who created the site?
What are the credentials of the author(s) of the site?
Who is the site aimed at? Is it, for example, aimed at adults, native speakers, older students of a language, 
young learners?
When was the site created?
When was the site last updated?
Is there a contact name or contact address at the site?
Is the site easy to access and quick to download?
Is the server on which the site is located up to the job of delivering its content at any time? For example, does 
access slow down at peak times?
How easy is it to navigate the site? Can you easily get back to the site homepage?
Does the site contain useful links to other sites?
If the site contains links to other sites, do they work and do they contain what you expected?
If the site contains links to other sites, are they valuable additions or potential distractions?
Does the site contain an appropriate mix of text, images, sound and video?
How useful is the site for the provision of materials for offline computer-based or paper-based tasks?
How easy is it to turn the site contents into useful offline activities? For example, you may wish to download a 
whole page or selected parts of it for offline use.
How easy is it to differentiate the contents of the site for younger or older learners and for learners of different 
abilities?
Do you need plug-ins to access certain features of the site, e.g. in order to view certain documents or to play 
audio and video sequences?
Is there a copyright or “terms of use” message at the site, indicating clearly any restrictions on the way in which 
you may use the materials it contains?
　© ICT4LT Project 2011 under a Creative Commons Attribution-NonCommercial-NoDerivs 3.0 Unported License
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3 点目は、多言語でスクリプトを提供しているという点、また、必ずしも英語を母語とし
ない多様な文化背景を持つ講演者がプレゼンテーションを行っているという多言語・多文化
の背景をもっている点である。前述の 2 点目と関連があるが、英語を「国際共通語」とし
て、多言語・多文化のコンテクストで学習する重要性は、日本学術会議（2011）で提言さ
れている、「グローバル化が急速に進展している現代世界では、国際共通語としての地位を
確立しつつある英語の教育の充実を図ることも重要である。大学における英語教育は、従来
の外国語教育とは別のカテゴリーに属するものとして、言語と文化を異にする他者との交
流・協働を促進し豊かにするために、口頭によるコミュニケーション能力だけでなく、むし
ろアカデミック・リーディング、アカデミック・ライティングおよびプレゼンテーションを
核とするリテラシー教育として充実を図ることが重要である」（pp.20−21）ということから
も明らかである。古家・櫻井（2014）でも論じているように、大学生の持つ「英語を使っ
てコミュニケーションをしたい」という気持ちが英語学習の動機づけになることを考える
と、多言語・多文化のコンテクストで英語を学ぶことは、コミュニケーションをより広い意
味でとらえなおし、いわゆるアカデミック・リーディングやライティング、プレゼンテー
ションなどといったリテラシー教育につながっていくことが期待できる。このような学習者
自身の、または社会からの要請に基づくと、多言語・多文化の背景をもつ英語のプレゼン
テーションから学ぶことは、極めて意義があると考えられる。
4 点目は、プレゼンテーションのトピックが最新のものを含むという点である。今まさに
社会で起こっている問題についてのプレゼンテーションは、学習者にとって、実際の社会で
使われている英語として、高い関心を寄せるものとなり得る。特に、本研究で視聴するよう
に指示した、環境問題の論客として知られるアメリカ合衆国の元副大統領 Al Gore 氏の地
球温暖化についてのプレゼンテーションや、ブータン王国の現首相である Tshering Tobgay
氏による carbon neutral（二酸化炭素排出量ゼロ）の誓いについてのプレゼンテーション
は、両方とも 2016 年 2 月に公開されたものであり、このようなホットな話題を教材にでき
るメリットは、特に専門英語科目においては大きいと考えられる。
5.　ワークシートの分析
本節では、自律学習における TED Talks における学習者の取り組みについて、学習者が
記入したワークシートを紹介することで分析をする。TED Talks についての取り組み方は、
学習者によって非常に多様であったが、全体として、学習者は自律学習としての TED 
Talks の視聴について予想していた以上に熱心に取り組んでいた。ここではいくつかのワー
クシートの例をあげながら説明していきたい。例は本稿の最後に参考資料として原文のま
ま、まとめて掲載している。
例 1 は、3 つの「覚えたい表現」が適格なもので、「コメント」も概ねプレゼンテーショ
ンの内容をふまえていると考えられるものである。“Global Priorities Bigger than Climate 
Change” （Bjorn Lomborg）は、グローバル規模で取り組まなければならない問題として、
気候変動よりも重要なものがあるのではないか、と主張するプレゼンテーションだが、この
12
ワークシートでは、環境と経済のバランスについて考えるという点についてあげられてお
り、講演者の主張の概略を理解できていると考えられる。また、「覚えたい表現」として、
“the skeptical environmentalist” （懐疑的な環境論者）や、“priorities”（優先順位）などを
とりあげており、講演者の論点である表現を認識できている。
コメントを英語で書くか、日本語で書くかについては、それぞれに利点があることを説明
したうえで学習者の選択に任せたところ、英語でコメントを書いた学習者が 30 人中 6 人い
た。例 2 で示すのは、英語でコメントを書いている例である。“Averting the Climate Crisis” 
（Al Gore）のプレゼンテーションに対して、平易で間違いが見られる英語であるが、自力
で自分の意見をまとめようとする努力がみられる。また、プレゼンテーションの内容そのも
のに対してのコメントだけではなく、“I prefaced his talk with a humorous speech.  I feel 
his speech was very funny. And it was intelligible and interesting.”（原文のまま）とある
ように、ユーモアでプレゼンテーションを始めるという英語のスピーチのパターンへの気づ
きもある。“I thinked environmentally problems needs to be approached not an issue for 
each but an issue for entire society.”（原文のまま）という自分の考えも述べており、英語
のスペルや語彙の選択、文法、構文上の間違いはあるものの、環境問題を個人のレベルでは
なく社会の文脈でとらえるべきであるという学習者の考えが伝わる英語となっており、専門
分野の事柄について自分の意見を述べるという第一歩になっていると感じられる。
例 3 は例 2 と同じプレゼンテーションについてのワークシートの例であるが、学習者に
よって、プレゼンテーションの見方も多様であることを示している。例 3 の学習者が「覚
えたい表現」としてあげたのは、どちらかというと専門用語に近いものである。対して、例
2 では必ずしも専門用語に偏っておらず、おそらく、学習者がこの単語はこのような文脈で
使用するのだということを理解した、その表現があげられている。このように、同じプレゼ
ンテーションを視聴しても、何についてそこから学ぶのか、というのは、本事例研究のよう
に学習者の自由度が高い取り組みの場合は様々であり、また、その自由度の高さが、継続し
て自律学習をするための動機付けとなっていると考えられる。
例 4 と例 5 は同じ学習者によるワークシートであるが、そのトピックについてこれまで
の知識との関連で述べたワークシートの例である。例 4 では、「今まで聞いたことのないよ
うな地球温暖化に対する考え方で驚いた」と述べており、TED Talks の視聴が新たな視点
から地球温暖化について考える動機付けとなっていることがわかる。例 5 のコメントでは、
学科の他の専門科目との連続性がみられる。“e Tradeos of Building Green” （Catherine 
Mohr）は、内包エネルギーの観点からエコロジーな行動は本当にエコロジーなのかについ
て、環境に優しい家を自分で建築するにあたり、そのエネルギー消費量について論じる講演
を行っているが、この講演で取り上げられている話題に対し、他の専門科目で学習したこと
をコメントとして書いており、専門科目と教養科目をつなげる可能性をもつ ESP 科目とし
ての本科目の意義を示すものになっている。
例 6 は、“is Country Isnʼt Just Carbon Neutral, Itʼs Carbon Negative.” （Tshering Tobgay）
というブータン現首相の講演についてのコメントとして、英語母語話者ではないのにプレゼ
ンテーションがメッセージ性の高いものであったとしていて、グローバル社会における「国
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際共通語」としての英語についての気づきになる可能性を持ったコメントとして興味深い。
他にも、内容そのものというよりは、プレゼンテーションを行う講演者としてのスキルに
ついてコメントをしたもので、「アルゴアさんの話し方は初めに聴衆を笑わせて心をつかみ
本題に進んだ」や、Tshering Tobgay 氏によるプレゼンテーションへのコメントとして、
「民族衣装を着て、最後のほうはスーツになってプレゼンを行っていることで、見ている人
の気持ちをつかむし、幸福の国としてのブータンの誇りが見えた気がした」などがあった。
このような、効果的なプレゼンテーションのための言語・非言語を駆使しての言語行動は、
まさに authentic な素材を視聴することでより強く実感できるものであったと考えられる。
6.　考　察
本節では、ここまで紹介してきた自律学習の TED Talks の取り組みを通じて見えてきた、
ICT を大学での英語科目で活用することの利点、および、今後の課題点について、学習者
のアンケート記述を参照しながら考察する。
1 つ目の利点として、学習ストラテジーの発達を促すということが挙げられる。学習者の
アンケートでは、「毎日 TED を聴くのが習慣になった」、「1 回目は字幕なしで、2 回目は英
語字幕で、3 回目は日本語字幕で見て、自分が本当に理解しているのか段階を追って確かめ
ることができた」など、OʼMalley & Chamot（1990）、Oxford（1990）などで論じられて
いる「メタ認知ストラテジー」（学習の仕方について考えることについてのストラテジー）
の使用を促すことができたと考えられる。また、他には、「覚えるべき表現を探すために何
度も聞いたので大変だった」、「単語テストで何が出るのか予想するのが大変だったけど、予
想があたったらうれしかった」などのコメントがあり、より個々のタスクに関係している
「認知ストラテジー」を使用することについても働きかけることができたと考えられる。つ
まり、TED Talks のプレゼンテーションを視聴しながら、そのプレゼンテーションにおい
て重要な語彙は何であるか、それが学習者自身の専門分野でどのような位置付けの語彙なの
かについて考えて試験に備えることは、プレゼンテーションを理解しようという認知活動の
中で行われており、ストラテジーを駆使することで、英語学習への効果が大きくなっている
ことが推測される。
もう 1 つの利点は、自らが学び育っていくという実感を学習者が得ることができたこと
である。アンケートでは、「TED を見ると、関連のある他のプレゼンが画面に出てくるの
で、もっと見たくなり、結局たくさん見ました」、「TED のアプリを入れると、新しいトー
クが通知されてきて、環境英語とはまったく関係ないけど、自分が興味のある話題を楽しく
みることができました。主に医療系の話題です」など、指定されたプレゼンテーションにと
どまらず、自らの興味や関心に基づいて主体的に WEB 教材に関わっていく様子がうかがえ
た。実際に、指定した TED Talks 以外の Talk についても、ワークシートをコピーしたうえ
で記入して提出した学生も 30 人中に 3 人いて、その意味でワークシートは、学生の学習
ポートフォリオとして機能していたことが確認された。中竹・櫻井（2016）では、学習ポー
トフォリオは、特に授業内の学習について有用だと考えている学習者が多く、授業外の学習
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については、授業内の有用性ほどには好意的にとらえられていなかったという結果が得られ
たが、本研究では、WEB 教材を利用する取り組みであったため、授業外の自律学習におけ
る学習ポートフォリオの有用性についての可能性を示唆するものであったと考えられる。
次に、今後への課題点として 3 点あげる。1 点目の課題点は、ワークシートに対しての
フィードバックの方法である。教員が欄外にコメントを付すという方法でフィードバックを
行ったが、教授者と学習者の 1 対 1 のやりとりは、学習者にとって継続的な自律学習の励
ましとなることが自由記述アンケートから明らかになり、有意義であったと考えられる。よ
りスピーディーにコメントを付けて学習者に返却し、次のプレゼンテーションの視聴に進め
るように、今後は学内システムを利用してのフィードバックの可能性を探ってみたい。
2 点目の課題点は、自律学習と授業との連携である。今回の取り組みでは、プレゼンテー
ションを視聴した後に授業内で環境システムの分野で重要であると考えられる語彙の試験を
行ったが、学習者のアンケートでは、「TED の内容について授業で討論などをしてみたい」、
「TED の内容について難しい表現などの解説があったらもっと覚えられる」、「自分も TED
のようなプレゼンテーションスキルをみがきたい」などの自律学習と授業との連携を望む声
が多かった。授業内容について、「足場掛け」の位置づけで自律学習として導入した TED 
Talks であるが、このように、自律学習に終始せず授業でも継続して学びたい、という学習
者の要望が多くあげられた。このことは、第 2 節で述べたように、また Singh（2003）で
も言われているように、ICT を活用した場合のオンラインの学習とオフラインの学習を結
び付けた「ブレンディッドラーニング（blended learning）」の学習形態の必要性とも共通
しており、互いの長所を組み合わせた学習プログラムを開発する必要があると考えられる。
具体的には、TED Talks のサイトのディスカッションに参加する、または大学の学習支援
システムのディスカッション機能を使って、学習者が協働学習を行える場を提供する視聴し
た TED の内容に基づき授業内で議論やポスタープレゼンテーションを行う、などがその方
法となりうると考えている。
さらに 3 点目の課題点としてあげられるのは、指導者の ICT 活用の指導力を向上させる
ことである。文部科学省が教員向けに 2007 年に公開した「教員の ICT 活用指導力のチェッ
クリスト」では、小学校・中学校・高等学校の教員における「教材研究・指導の準備・評価
などに ICT を活用する能力」が紹介されている。大学英語教育においても、デジタル教材
の扱い方や ICT を活用した学習者とのインタラクション、ICT を活用した学習者同士のイ
ンタラクションにおけるファシリテイターとしての教員の在り方、評価の方法、倫理上の問
題等について慎重に議論されていく必要がある。特に、ICT を活用する英語科目が全学的
カリキュラムの中に位置づけられている場合は、教員に対する FD 等も必須である。
7.　おわりに
近年の高度情報化により、多様な教育デジタルコンテンツが提供される時代になった。多
様な人々との共生を目指すコミュニケーション科目としての大学英語教育においては、グ
ローバルなコミュニケーションが手に届きやすくなったために、ICT を活用した英語教育
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に高い期待が寄せられている。
本論では、自律的な学習者を育成するアプローチの一つとして、WEB で提供されている
プレゼンテーションを自律学習として視聴する課題を行うという試験的な事例を紹介し、そ
の取り組みが大学生の英語学習における自律的成長に有用であることを論じた。ワークシー
トの分析によって、プレゼンテーションを視聴しワークシートを作成することは、学習者の
自己評価能力やメタ認知能力を高めるという効果が期待されること、また、ワークシート自
体が学習ポートフォリオの役割を担っていることがわかった。さらに本論では、今後の課題
として、フィードバックの方法、協働学習を促進する場の提供、指導者の在り方の問題につ
いて考察した。
鳥飼（2016）では、「デジタルコンテンツと教育」について、英語ができればデジタルコ
ンテンツから得られる情報量は倍増するとしたうえで、「英語力があれば、玉石混交の情報
の山から必要な知識を取り出すことを可能にする理解力と批判力（critical thinking）が備
わります」（p.123）と論じられている。本研究のワークシートの内容を見ると、講演者の主
張が理解できたとするコメント、またはその主張に共感するコメントが多くみられた一方、
その内容自体に疑問を投げかけるもの、さらに発展的に論じていく萌芽が感じられるものも
あった。そのような批判的思考に基づくコメントは、学習者同士の協働学習の場があったと
したら、対話の中でさらに発展していくだろう。多様化する今日の社会において、英語を手
がかりにして他者と共生していくことを目指す、というグローバルな観点からの英語教育を
行うためには、英語を通じて現代社会の諸問題を理解し、共に考え、そして判断し、発信し
ていく力を育成することが不可欠である。ICT を活用した大学英語教育は、そのような自
律的な学習者を育成できる大きな可能性を持っているといえよう。
註
1 ）　本論では、工学部環境システム学科 2 年生を対象にした「環境英語」に TED Talks を導入し
た試みについてまとめるが、その後、筆者が担当する教養課程の 1 年生の英語科目 4 クラスにお
いても TED Talks を導入した。教養課程の英語科目では、多様な学科の学生が混在するクラス
編成であるため、学生の関心も様々である。そのため、視聴するプレゼンテーションを指定する
ことよりも、自主的に自分の関心に近いものを自由に視聴する方法がより学生の内発的動機付け
になると考え、1 週間に 1 つ自分の興味のある TED Talks を視聴し、本研究で使用したのと同じ
ワークシートに記録する、という方法をとった。学生の視聴するプレゼンテーションが多岐にわ
たるため、自律学習を授業に反映させたり、その成果を試験等で確認することが困難という課題
点はあるが、学生は概ね意欲的に取り組んでおり、「高校の授業とは違って、生の英語に触れる
ことができた」、「プレゼンの内容が今まで英語の教科書で勉強してきたものよりも深いものなの
で、大学生らしい勉強方法だと思った」、「電車の中で TED を毎日見るのが習慣になった」、「い
ろいろな人の意見を知れて、頭がよくなったと思う」などの自由記述のアンケート結果を得てい
る。教養課程における TED Talks を用いた自律学習の取り組みは、高等学校までの英語とは異
なる、大学初年次教育における自律的な学習者を育成する手がかりになると考えられる。教養課
程における TED Talks の取り組みについての報告は別の機会に譲る。
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2 ）　クラスは、日本語を母語とする学生が 29 名、中国語を母語とする者（留学生）が 1 名による
構成。スクリプトを留学生の母語で確認できるということは、日本の大学において、学生のグロー
バル化が進み留学生の人数が増えている現状に照らすと、アドバンテージとなるものである。
3 ）　実際に、学期末にどの方法で TED Talks を視聴していたか、挙手による調査を行ったところ、
履修者の約半数が PC による WEB での視聴、残りの半数がスマートフォンでアプリまたは
WEB での視聴を日常的に行っていたことが分かった。PC とスマートフォンを併用している履修
者も 3 名いた。
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参考資料
TED Conference Learning Diary
ID_____________________    NAME _______________________     Page ______
No. _______          　     Date: ___________________ 
Title of the Presentation Name of the Speaker 
  
Your Comments: 
 
 
 
 
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ 
 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
＊上記を A4 用紙に上下で 2 つ配置し、両面コピーのうえ、学習者に配布した。
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例１
Title of the Presentation Name of the Speaker 
Global Priorities Bigger than Climate Change  Bjorn Lomborg
Your Comments: 環境と経済はよくよく考えると互いに強く影響がある。経済を豊（原文
のまま）、生活を向上・快適にすると、一方では環境に悪い影響を及ぼす。経済をとるか、
環境をとるか難しいところで、上手な具合に、環境が再生可能な範囲で経済を向上させ
るべきだと感じた。
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ malnutrition  栄養失調
□ the skeptical environmentalist
 
 懐疑的な環境論者
□ priorities
 
 優先順位
例２
Title of the Presentation Name of the Speaker 
Averting the climate crisis  Al Gore
Your Comments: Speaker is Al Gore. He prefaced his talk with a humorous speech. I feel 
his speech was very funny. And it was intelligible and interesting. I thinked environmentally 
problems needs to be approached not an issue for each, but an issue for entire society.（原
文のまま）
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ global warming pollution  地球温暖化汚染
□ significant
 
 重要な
□ transportation
 
 輸送機関
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　例３
Title of the Presentation Name of the Speaker 
Averting the climate crisis  Al Gore
Your Comments: エネルギー問題を解決するのに必要なキーワードは効率化と節約である。
環境問題を解決するためには、政府だけではなく、市民による取組も大切であり、まず
は自分の排出したCO2を把握し、環境問題を身近に感じることが重要である。
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ carbon capture storage CCSといいCO２を海底または地中に埋
める。危険としてはCO２の漏洩が問題。
□ offsets
 
カーボンオフセット。排出したとは（原
文のまま）違う場所でCO2削減すること。
□ closed system
 
工場などで有害物質を排出しないシス
テム。
例４
Title of the Presentation Name of the Speaker 
Global priorities bigger than climate change  Bjorn Lomborg
Your Comments: 今までで聞いたことのないような地球温暖化に対する考え方で驚いた。
解決しやすい問題を優先して解決するという考え方には賛成できるが、他の問題に集中
するあまり、地球温暖化に対する取り組みがおろそかになってしまってはいけないだろ
うと考える。
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ sanitation 公衆衛生
□ inefficient
 
（形）能率の悪い、役に立たない
　～ ly（副）
□ pessimistic
 
（形）悲観的な
　pessimistically（副）
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例５
Title of the Presentation Name of the Speaker 
The tradeoffs of building green  Catherine Mohr
Your Comments: 環境の他の授業で、　「エコバックはビニール袋を使うよりもエコのよう
に思えるが、エコバッグを作るのにはビニール袋よりも多くのエネルギーが消費されて
いる。果たしてエコバッグは本当にエコなのか」という話を聞いたことがあったので、
それと同じようなことかなと思った。
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ geek プログラミングマニア
□ embodied energy
 
embody …　を組織化する
内包エネルギー
□ calculations
 
計算、見積もり
例６
Title of the Presentation Name of the Speaker 
This country isn’t just carbon neutral, it’s carbon 
negative
 Tshering Tobgay
Your Comments: 英語のネイティヴスピーカーではないのに、とても伝わるプレゼンを行っ
ていて、自分もそのようにプレゼンをしてみたい。ブータンは中国とインドという大国
にはさまれた小さな国だが、国民総生産よりも国民総幸福量が重要だという提唱のもと
に今日までやってきていることを知り、小さな国でも考えをしっかり持てば上手くいく
ということを理解した。憲法で森林面積を 6割以上に保つことを義務付けていて、環境
意識が高いと感じた。
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ developed country 先進国
□ thriving
 
繁栄
□ development with values
 
価値を伴う開発
